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　垣根につるが青々と延びて、白い花がひとりほほえんでいた。なんの花か
な、と源氏がつぶやくと、お供の者が「夕顔と申します。人みたいに、こん
なところにも咲きます」と答える。軒の傾いたような小家つづきで、「口惜し
の花の契りや。ひと房折りて参れ」とおっしゃった。するとその家の戸口から、
黄の薄衣の童女が出て来て手招きをする。香（こう）の染みた白扇を、「これ
に置きて参らせよ」と言って渡した。枝の見苦しげなのを載せて、ご覧に入
れた。さっきから白いすだれを透かして、美しい額つきの女たちがいるのが
見えていた。涼しそうな夏姿も興味をひいた。あとで扇を見ると、それとな
く光の君と言い当てたような女の歌が書いてあった。
　源氏物語・夕顔の初めの場面。源氏17歳、この隣の家に乳母の病気見舞い
に寄ったのである。素性を明かさずに逢った。ところが八月十五夜の明け方、
宿った廃院でもののけが女性を襲った。源氏は病んだ。
　『更級日記』の作者は、幼な心に、姉や継母が源氏の話をするのを聞いた。
京に上って全巻を手にし、「后の位も何にかはせむ」と読みふけった。信心も
忘れ、物語にのみ心を奪われた。美しい夕顔や宇治の姫君にあこがれた。薄
幸のヒロインである。光や薫（かおる）のような貴公子を、年に一度でもい
いから通わせて、山里に心細く隠し住まわされて、雪月花の折々にお手紙を
待ち見などして…と夢想した。中流貴族の娘だから、相応のはかない境遇を
予感したのか。古来、恋の行く末を描いた『夜の寝覚』や『浜松中納言物語』
は彼女の作とする説がある。少しタイプが違う気がするが、あるいは少女の
夢はつむがれて創作の世界に実現したのかもしれない。

京の町のしのび歩き

辻　憲男（文学部教授）

下京区高辻通の“夕顔町”。某院は五条河原付近という。

神戸親和女子大学通信教育部　平成25年度10月入学生説明会

※いずれも事前予約不要です。

小学校・幼稚園・特別支援学校教員免許、保育士資格、社会福祉士国家試験受験資格の
取得や生涯学習のスタートをお考えのご友人などにご案内ください。
※�平成24年4月入学（1年次入学・3年次編入学）からは、「精神保健福祉士国家試験受験資格」
は本学では取得できなくなりました。

※�特別支援学校教論1種免許取得を希望する場合は、4月入学2期のみの出願となります。なお、
教育職員免許法第6条別表第7を根拠として、在職年数を資格にして特別支援学校教論2種免
許状を取得する場合は、科目等履修生として10月入学に出願できます。

◇本学主催

平成25年7月28日（日）
8月18日（日）

13:00〜17:00
（12:30受付開始）
･全体説明
　13:00〜13:30
･ 個別相談
　13:30〜17:00

三宮サテライトキャンパス
　　（センタープラザ9階）

◇公益財団法人私立大学通信教育協会主催
� ※合同説明会（本学ブースでの個別相談になります。）

開催日 開催地 会場 時間

8月24日（土） 大阪
梅田スカイビルタワーウエスト10階

　大阪市北区大淀中1-1-30
　JR大阪駅から徒歩9分

12:00〜17:00

9月1日（日） 福岡

エルガーラホール8階

　福岡市中央区天神1-4-2
　地下鉄「天神」駅から徒歩3分
　西鉄福岡駅から徒歩2分

11:00〜16:00


